
【鳴門市行政評価】

◎基本情報

◎事業概要（PLAN)

人件費
正規職員(7,321千円/人) 臨時職員(2,125千円/人) 総人件費 総事業費

0.2 0.0 1,464 2,571

1,107

繰越額 0 0 0 0 0 0

決算額 0 0 0 271 836

0 0 0

全体予算額 0 0 0 400 865 1,265

1,265

補正予算額 0 0 0 0 0 0

その他特定財源 一般財源 事業費計

平成30年度

当初予算額 0 0 0 400 865

財源内訳

年　度 区分 国 県 地方債

繰越予算額 0 0 0

％

今年度の進捗状況 ほぼ計画どおり 事業全体の進捗状況 計画どおり

（千円）

目標達成率(実績/目標) 80.0 － － －

成果指標
対象にどのよ
うな効果が
あったか示す
指標

就職者数（臨時雇用含む） 14 12 － － － 人

2

単位

活動指標
実施した事業
の活動量を示
す指標

1 就職面接会の参加人数 57 38 60 60 60 人

指標名 29年度実績 30年度実績 元年度目標 2年度目標 3年度目標

◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

30年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
ているのか

・ハローワークと連携し、合同就職面接会、ミニ面接会を開催した。
・合同就職面接会に併設して子育て中の方向け働き方相談事業を実施した。
・鳴門渦潮高等学校、市内中学校のインターンシップ事業に協力をし、地元企業を知る機会、広
報物を作成して、おしごと体験事業を実施した。
・ＩＣＴ活用教育推進事業を実施した。

事業実施手法

3年度 単位

就職者数（臨時雇用含む） 15 15 15 15 15 人

事業
計画

30年度に何を
計画していたか

・ハローワークと連携し、合同就職面接会、ミニ面接会の開催。
・子育て中の方向け働き方相談事業の実施。
・地元企業を知る機会としておしごと体験事業の実施。
・市内児童等に「プログラミング」に興味を持ってもらうための取り組みであるＩＣＴ活用教育推進
事業の実施。

成果
目標

事業目標の達成度合

指標名 29年度 30年度 元年度 2年度

事業
対象

誰(何)を対象に
しているか

・市内に事業所を置く企業及び求職者
・鳴門渦潮高等学校生徒
・鳴門市内中学生

事業
目標

対象をどのような状態
にしたい(目指す)のか

人材を求める企業と求職者のマッチングを促進することで地場産業の振興に寄与するとともに、
地元企業を知る機会を創り出し、地元就職を促進させる。

年度
　　　(小項目) 産業

施策 2 雇用の安定と勤労者福祉の向上 終
期基本事業 1

政策(中項目) 1 豊かで活力あふれるまち　なると

事業
期間

開
始

24

就業機会の拡大

総合計画体系 根拠法令
計画など

なし
基本政策(大項目) 1 うきうき活力と魅力あふれるまちづくり

令和元年度事務事業評価シート（平成30年度実績）
95

事務事業名 就職マッチング事業
担当
部署

経済建設部　商工政策課

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他



【鳴門市行政評価】

◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

↓今後の方向性を踏まえた上で、以下の欄に記入してください。

実施内容

Ｒ1年度

・合同就職面接会、ミニ面接会の開催
・おしごと体験事業
・ＩＣＴ活用教育推進事業

Ｒ2年度

前年度の実施内容を検証し、決定する。

今後の方向性 1.廃止 2.要改善 3.現状維持 4.拡充 4

③総合的な評価 B
就職者数は前年度に比べて減少したが、雇用対策を行う
上で、必要となる連携体制は概ね構築ができており、雇用
状況や求職者のニーズを考慮し、今後もより効果的効率
的に事業を進めていくことが重要である。

課題

雇用情勢は全国的に人手不足となっているが、鳴門市においても例外では無く、例年の企業訪問により人材確保で悩む企業を
把握できているため、今年度も重点的に声かけを行い、マッチングの場として活用していただくよう努める。求職者にとって、どの
ような企業かわからないことが、企業が求人を出しても募集に結びつかない一因である。そこで、マッチングフェアに参加する企
業の魅力を発信するＰＲの場などを設ける必要があると思われる。
また、おしごと体験事業やICT活用教育推進事業については、体験した児童等が将来、鳴門市での就職や起業を実現できるよう
に適宜事業内容の見直しを図っていくことが必要である。

②成果に対
する評価

指標名 就職者数（臨時雇用含む）

就職者数は目標値に届かなかったが、目標値の8割を達
成できた。

目標 15 人

実績 12 人

評価 B:概ね目標を達成できた

①活動に対
する評価

有効性 B:概ね有効性があった
合同就職面接会等の実施は雇用対策として概ね有効で
あった。おしごと体験事業、ICT活用教育推進事業につい
ても勤労観及び職業観の育成において有効であった。

効率性 B:概ね効率的だった
市内経済団体、徳島労働局、学校関係者等と連携して、
効率的な事業の実施につながった。

評価項目 評価値 所見欄

総事業費 2,014 2,571 2,809 2,809 2,809

人件費 1,447 1,464 1,464 1,464 1,464

1,107 1,345 1,345 1,345

うち一般財源 567 836 1,345 1,345 1,345

【事務事業名：就職マッチング事業】

事業費推移

年　　度 29年度決算 30年度決算 元年度 2年度 3年度

事業費 567


